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＜連絡事項＞

・ＷＩＺの看護共有フォルダが消えた為、本日午後から復旧作業を業者が来て行ないます。業務に支障を来すかもしれませんが周知お願い致します。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　尚子様～昨日、主治医の診察に父母が同席しています。父様は入院後、始めての来院でした。本人は以前から父に対して厳しい人というイメージが強く折り合いが良い方ではなかったと話していました。診察では、お父様より、「本人に対して成績や進路のことについてしつけていったこともなく、厳しいということではなかった」と話しています。また、本人の性格傾向として子供の時から自分中心的なところがあり、今も続いているのではないかと。自分が一人いてそれに両親が関わってくれる生活を望んでいるようです。主治医からお父様へ今後本人と関わる時は親側の主張は極力控えて受容的に接して頂くよう伝えている。終了後、「挨拶だけした」と話されています。

　　　　　　　　　　その後、菓子をもらったりせず、特に目立った変化はみられないが、西病棟の男性患者様から夕食のレストラン移動の際、すでにサインされた婚姻届を渡されたらしく、「困るので、返そうと思います」と話してきています。主治医・西病棟へも情報提供しています。トラブルがないよう見守り必要時は介入していきましょう。

・坂　貢様～11：00から療養環境調整の為、夜間時間隔離解除となっています。また、妄想や幻聴に左右された行動、スタッフへつかみかかってくる事もある為、十分注意し経過観察、介入していきましょう。夜間の睡眠状態も観察し、遅くまで起きているようであれば声掛けしていきましょう。本人が、「幻聴が聞こえて頭が混乱するんだよ」と訴え、明日朝から抗精神病薬増薬となっています。精神症状にも注意してみていきましょう。

・吹越　弘友紀様～経管栄養から食事は殆ど手をつけずエンシュアやジュースなどで補食しています。主治医からはそのまま様子を見るよう指示あり。出来るだけ食事も取れるよう介入していきましょう。

徘徊が著しく見守りを要していますので、日中は安全な環境を提供し事故を

未然に防ぐ為にCユニットで過ごして頂いてもよいと許可を主治医から得て

います。

　また、病状も良くなってきたことから今後について家族とあかしや寮スタッフで面談をする予定になっています。家族とは連絡がとれ、9月29日10：00～の予定となっています。

＜作業報告＞

・吹越　里美様～作業に行ってもすぐに「帰ります」という事が多いです。ただし、「ＣＤ聴きたいです」と話すことがあり、音楽を聴いてもらい1時間半過ごせていた事がある為、音楽を聴くだけでも作業にまず最後まで入れるように介入していってください。また、古い作業室で作業していたが、落ち着かない患者様が多く、新しい作業室で過ごしてもらっています。音楽だけでなく興味のあるものを見つけていけるよう関わっていきましょう。

・野沢　英貴様～昨日から、作業に行っても電気をつけたり、チラシを出したり閉まったりと落ち着きなく、他者からのクレームもあります。マンツーマンで見守り、落ち着いて座れるように関わっていきましょう。スタッフ見守り、声掛けでも落ち着かず、他者へ迷惑がかかるようであれば病棟に戻しましょう。

・曽我　正子様～色塗りを丁寧にやって作業には支障はないが2・3日前から口数が多く、特定の他患者様への話し掛けが見られています。落ち着いて作業に集中できるよう声掛けしていきましょう。便が出ると見せる事がありますが、その時は確認し、病棟のスタッフへ報告をするよう伝えている。

・寺地　利代子様～最近、イライラみられています。他者が落ち着かないせいもあるようですが、編み物、絵画、折り紙など様々な物に手をつけて集中できない様子です。最後まで参加は出来ているので評価しつつ、気分転換に作業に来てくださいと声をかけていきましょう。

・和田　昌様～20日から作業導入になっています。初日は自分から習字をやっていますが、昨日は拒否し、参加できずにいます。臥床がちに過ごされている。無理をせず、参加出来るように促しましょう。

・砂葉　良子様～18日から作業復帰となっています。歩けるのに「連れってて」と依存的になる事あります。作業では、力が入らず、鉛筆が持てずにいます。少しずつ活動性を高めていきましょう。

＜アルコール依存症治療プログラム実施状況・評価＞

・山本　国太郎様～「何回も見た」といわれているが、促しで参加できています。発言内容が変わってきています。初めは「飲みたい」と言っていましたが、「一杯でも飲むと3・4杯飲んでしまうから飲まれない」と話しています。今後も継続して参加できるよう、また視覚に訴える方法を続けていきましょう。

・清水　栄子様～アルコール依存症治療プログラム導入となっています。「ストレスになる物が

ないから入院してからは飲みたいと思わなくなった、家庭環境も整えながら退院にむけて準備していきたい」と話されています。飲酒の要因は夫であるとも話しています。プログラムの取組状況を見ながら断酒意志を確認していきましょう。

・大坪　夏雄様～自分の仕事の話ばかりしたり、ゼロの会でも久里浜と比べて話したりする事もありましたが、数日前からは真剣に取り組んでいる様子が伺えます。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

坂　貢様～今週は様子をみて状態次第でＳＳＴ導入していきましょう。













